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《症例報告》

18F一フルオロデオキシガラクトースが高集積を示した

　　　　　　　　　肝細胞癌の椎体転移の一例

福田　　寛＊　　吉岡　清郎＊
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　要旨　腰椎椎体に転移のある肝細胞癌の症例に，ガラクトース代謝のトレーサである｜SF一フルオロデ

オキシガラクトース（18FDGal）によるPET検査を施行した．　i8FDGal静注45分後のPET像で，骨転移

巣への集積はきわめて高く，腫瘍一周囲正常組織比は36であった．またDARで示した腫瘍の取り込

みは肝硬変の肝および腎よりも高い値を示した．この結果は，高いガラクトース代謝能を持つ肝細胞か

ら発生した肝細胞癌がガラクトース代謝能を保持していることを示しており，肝細胞癌の肝外転移の検

出にi8FDGalによるPETが有用であることが示唆された．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学31：1351－1355，1994）

1．はじめに

　　｜SF一フルオロデオキシガラクトース（18FDGal）

はガラクトキナーゼによって代謝されて組織にト

ラップされる12）．このためi8FDGalの集積は組織

のガラクトース代謝活性を反映する．われわれは

従来，i8FDGalの集積は肝に特異的に高いこと3　一一　s・　），

肝細胞由来の肝癌（HCC）へのとりこみは高いが

それ以外の転移性肝癌へのとりこみは低いこと6」）

を明らかにしてきた．本稿では，18FDGalが高集

積を示した肝細胞癌の骨転移の症例を報告し，

［8FDGalを用いたPETによるHCC診断のポテン
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シャルについて考察する．

II．症　　例

　患者は60歳の女性

　家族歴，既往歴：特記事項なし．

　現病歴：昭和61年肝障害のため仙台厚生病院

を受診して，入院治療を受けた．その後外来で経

過観察を行っていたが，平成2年7月には，生化

学所見，CT，エコー等の所見から肝硬変の診断

となり，同病院に入院して治療を受けた．その

後，入退院を繰り返していたが，平成3年，エ

コー検査で肝腫瘍を指摘され精査のため入院し

た．造影CTでは，肝S4に不均一に造影される

腫瘍が見られた．血管造影（Fig．1）では，肝横隔

膜直下，中肝動脈末梢にCoke　screw様の所見が

見られ，また，動脈相から毛細管相にかけて腫瘍

部の濃染像が見られた．以上の所見を総合して，

臨床的にHCCの診断となった（生検は行ってい

ない）．肝障害が高度（Child分類c型）であった

ため手術や全身的な化学療法は行わず，TAEを

行った（SMANCS　4　mg＋Lipiodol　4　m／および

Doxorubicin　6　mg＋Lipiodol　2　mlの動注）．その後

外来で経過観察を行っていたが，平成6年2月，
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腰痛のため入院．99mTc－MDPによる骨シンチグラ

ムで腰椎椎体への骨転移を指摘された．

　生化学検査結果（平成6年3月）：TP：6．　l　mg／dl，

alb：2．3　g／dl，bil：1．38　mg／dl，GOT：91，　GPT：47，

’YGTP：89，　ChE：46，　ICG：49．5％，　Hepaplastin　Test：

80．8％，HCV抗体（＋），　HBs抗原（＋），α一feto蛋白：

50000以上

　PET検査：148　MBqのi8FDGalを静注後，ま

ず肝臓の位置で1分×10，5分×7の連続スキャン

Fig．1Angiographic　image　shows　coke　screw　ap－

　　　pearance　and　tumor　stain　in　the　peripheral　part　of

　　　middle　hepatic　artery（subphrenic　S4　region）．

を行った．ついで，腎下部から腰椎下部を含む位

置で7．5分スキャンを一回追加した．PET装置は

CTI社のPT931／04で，空間分解能，スライス厚

およびZ方向の視野はそれぞれ6mm，7mm，49

mmである（FWHM）．得られたPET画像の上に

関心領域を設定して，組織放射能の時間変化を求

めた．i8FDGalのとりこみは，　Differential　absorp－

tion　ratio（DAR）8）で表した．

　他の画像診断：PBT検査に先だってX線CT
（Quantex　Rx一横河メディカル）および99mTc－MDP

による骨シンチグラムを行った（島津ZLC　7500）．

III．結　　果

　Fig．2は99mTc－MDPによる骨シンチグラムを示

したものである．第一椎体（L1）左側および第四

椎体（L4）右側，第4肋骨（図呈示なし）に異常集

積が見られるが，L4および右第4肋骨を骨転移

と診断した．Fig．3はL4の骨転移部位のx線CT

像を示したものである．椎体左側に骨破壊像が見

られる．

　Fig．4は静注45分後の｜8FDGalによる腰部の

PET像を示したものである．腎の下端からL4の

骨転移部位は視野に含まれているがL1の異常集
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Fig．2AnteriOr（a）and　pOSteriOr（b）view　Of　bOne　SCintigram　with　“9mTC－MDP．　AbnOrmal

　　　accumulation　was　observed　in　the　L　l　and　L4，　however，　L4　and　right　4th　rib（image　not

　　　shown）were　diagnosed　as　bone　metastases　from　HCC．
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Fig．3　Bone　destruction　of　L4　vertebrae　was　observed　on

　　　X－CT　image．
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積部位は含まれていない．骨腫瘍部位のi8FDGal

のとりこみはきわめて高く，そのDARは18．2で

あった．この値は腎（15．4）よりも高い値であっ

た．また，PET画像は示していないが，肝硬変の

肝臓（13．9）よりも高い値であった．腸管へのとり

こみは比較的高く，そのDARは5．1－6．7であっ

た．転移のない椎体および胸壁のとりこみはきわ

めて低く（0．5），腫瘍一周囲正常組織比は36で

あった．

IV．考　　察

　i8FDGalの正常組織への集積は肝臓で最も高

く，そのDARは22－26である4・5｝．腎および腸管

への集積がこれに次いでおり，本症例ではその
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Fig．4　Consecutive　PET　images　of　lower　abdomen　at　45　min　after　injection　of｜8FDGal（from

　　　left　upper　panel　to　right　bottom）．　Very　high　activity　was　observed　in　the　bone　tumor

　　　（arrow　head）with　tumor－to－background　ratio　of　36．　The　uptakes　expressed　by　DAR

　　　were　18．2and　l　5．4　in　the　tumor　and　kidney（small　arrow），　respectively．　Relatively　high

　　　uptake　was　observed　in　s　mall　intestine（large　arrow）．
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DARはそれぞれ14．6－15．4，5．1－6．7であった．ま

た，その他の組織のとりこみはきわめて低く，軟

部組織，筋肉のとりこみは1．0以下であった．

　われわれは以前18FDGalがマウス，ラットの高

分化肝癌には集積が高く，未分化肝癌および肝癌

以外の癌には集積が低いことを示した9｝．またヒ

トの肝癌（HCC）には集積がきわめて高く，一方

転移性肝癌には集積が低いことを報告した6・7）．し

かし肝臓のi8FDGalとりこみはHCCよりもさら

に高いために腫瘍は多くの場合，陰性像として描

画され，必ずしも明瞭な腫瘍像は得られなかっ

た．また，HCCそのもののとりこみ値（DAR）は

周囲肝による部分容積効果あるいはカウントの漏

れ込み現象により過大評価となり，とりこみの正

確な値の評価も困難であった．

　本症例のHCCの骨転移病巣は，8FDGalによ

り，きわめて明瞭に陽性描画され，腫瘍／正常組

織比は36であった．骨転移部腫瘍のDAR値は

18．6を示した．骨転移病巣の大きさは分解能の3

倍（18mm）以上であり，この時のrecovery　coef－

ficientは90％以上であることを考えると，この値

はほぼ真の値と考えてよい．

　腫瘍のDARは肝臓の値（13．9）よりも高い値を

示した．本来正常肝のガラクトース代謝は最も高

くDARは22－26の範囲であるが，本症例では高

度の肝硬変のために肝のi8FDGalとりこみが低下

していた5｝と考えられる．本症例では原発巣は

TAEによりコントロールされているために
tgFDGalとりこみはきわめて低かった．

　本症例は臨床診断および画像診断により肝硬変

およびHCCの診断がなされており，組織検査は

行われていない．このため，確定診断の点であい

まいさを残しているが，血管造影所見および臨床

所見，臨床経過から肝硬変，HCCの診断はほぼ

妥当と考えている．したがって，18FDGa1による

本症例のPET検査の結果は，　HCCの骨転移巣が

高いガラクトース代謝活性を持っていることを示

唆していることになる．肝細胞由来のHCCは，

肝細胞の分化形質であるガラクトース代謝活性を

ある程度保持したまま癌化していることが推測さ

れるが，転移巣もまたガラクトース代謝能を保持

したまま転移していることになる．

　以上より，｝8FDGalを用いたPET，特に広視野

のPETによる全身スキャンにより，HCCの転移

巣が高感度に検出できる可能性が示された．ま

た，とりこみの値（DAR）の評価により，転移病

巣がHCCによるものかそれ以外の癌によるもの

かの鑑別に有用と考えられる．今後，HCCおよ

びその他の癌の症例数を増やして検討する必要が

ある．
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Summary

A　Case　of　Hepatocellular　Carcinoma　With　Lumbar　Bone　Metastasis

　　　　　　with　High　Uptake　of　’8F・fluorodeoxygalactose　in　PET

Hiroshi　FuKuDA＊，　Seiro　YosHloKA＊，　Jutaro　TAKAHAsHI＊，　Ryoi　GoTo＊，

　　Masao　TADA＊＊，　Keiichi　MuRATA＊＊＊，　Takehiko　FuJlwARA＊＊＊＊，

　　　Masatoshi　IToH＊＊＊＊，　Ren　lwATA＊＊＊＊＊and　Tatsuo　IDo＊＊＊＊＊

＊Depar〃nent　q〃Vuclear〃edic仇e　ana1　Radiology，＊＊Department｛～∫〃o／ecu’αr〃euro’08y，

　　　　　　　　1nstitute　of　Deve～op〃lent，　Agin8　an6「Cancer，　Tohoku｛ノniversiり～

　　　　　　　　　＊＊＊Department　of　C〃nica～Oncology，　Sendai・Kosei・Hospital

　　　　　＊＊＊＊Division（ゾ〃uclear〃edicine，＊＊＊＊＊Radiopharmaceutica／Chemistr｝，，

　　　　　　　　　　　qydO’roηand　RadioiSO’ope　Center，　Tohoku　Universit．y

　　18F－fluorodeoxygalactose（t8FDGal）is　a　tracer　fbr

the　evaluation　of　galactose　metabolism　in　the　tissue．

PET　with｜8FDGal　was　performed　in　a　hepatoma

（HCC）patient　with　lumbar　bone　metastasis．　The

image　at　45　min　after　i．v．　injection　of　’8FDGal　demon－

strated　very　high　uptake　by　the　bone　metastasis　with

tumor－to－surrounding　normal　tissue　ratio　of　36．　The

tumor　uptake　expressed　by　differential　absorption

ratio　was　much　higher　than　that　in　the　cirrhotic　liver

and　kidney．　The　result　indicated　that　the　HCC　main－

tained　high　activity　of　galactose　metabolism　and　rises

the　potential　of　this　tracer　for　detecting　extrahepatic

metastases　of　HCC　using　PET．

　Key　words：　HCC，

metabolism．

Metastasis，　PET，　Galactose
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